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なよろ食育推進ネットワーク【名寄市】 
☆☆ 教育ファームによる小学生・保護者を対象とした食育の実施 ☆☆ 

 

１ なよろ食育推進ネットワークの構成、 

なよろ食育推進ネットワークは平成 18年に設立しました。ＭＯＡ自然農法名寄農場、学校給食の関係

者、保健センター、保健推進委員、名寄市長、名寄市教育長の皆さんに参加いただき、これらの方々が

食育に関して課題毎、事業毎にネットワークを組んで活動しています。 

経費については名寄市から 70万円の補助、そのほか国の補助金などを活用しています。 

 

２ 教育ファームについて  

教育ファームは、生産者の指導を受けながら作物を育てるところから食べるところまで一貫した体験

の機会を提供する取組みです。平成 21年度には農林水産省の教育ファームモデル事業に指定され、名寄

市内で小学校の教育ファーム(学校支援型)２校と一般公募型の教育ファーム１件の計３ファームを運営

しました。 

教育ファームでは、「医は食に、食は農に、農は土に学ぶ」という身土不二の精神に基づき、「農業の

持つ教育力」、「農業のもつ多面的な機能」を体験、勉強する場にしたいと考えており、次の２種類を実施

しています。 

 ①一般公募型（ちびっこワンダーランド畑の学校） 

小学校低学年を中心とし、親子で参加するもので、平成 26年度の参加者は 14家族 57 名。毎年 7種類

程度の作物で種まき・苗植えから管理作業、収穫までの学校を開き、オプションで漬物作りやジャガイ

モの畑での雪中貯蔵を体験します。 

②学校支援型（５～６小学校、年によっては幼稚園でも実施） 

学校園や近隣農家圃場で行う農園活動で、農業者、老人クラブ、保護者等の指導を受けて稲作や野菜

づくりに取り組みます。子供たちには、一人ひとりあるいはグループでテーマを持ち、報告書の提出を

義務付けています。活動報告会でその成果を披露します。 

③ 活動報告会・意見交換会 

毎年１回、行政・教育関係者、PTA 役員、農業や食、健康に関係した団体、個人、市議会議員等を招

いて一般公募型、学校支援型合わせた活動報告会・意見交換会を実施します。 

 

３ 今後の目標  

①学校教育ですべての学校に農業科目を設置していただく。 

②市街地の町内会すべてに教育ファームを広げ、点から面への整備を進め「どこでも、だれでも、い

つでも」農業に親しめる環境を整備したい。 

③これらの取組を中心とした名寄市食育推進条例を制定 

こういったことをめざし、今後も活動を続けていきます。 
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なよろ食育推進ネットワーク報告会・意見交換会

教育ファーム「ちびっ子ワンダーランド畑の学校」
ジャガイモの雪中貯蔵体験（埋め作業）

教育ファーム「ちびっ子ワンダーランド畑の学校」
ジャガイモの雪中貯蔵体験（掘り出し、試食）


